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2学年通信  まじめな努力 ＝ 楽しい時間  

担当：竹市 慈俊 

☆ 人は「むごく育てよ」！？ 

我らが岡崎の英雄、徳川家康公は８歳から今川家に人質となっていました。今回は、家康公の幼少時にまつわるお話を

したいと思います。 

家康公が人質に出されたとき、今川家は義元が当主でした。義元は、家康公の教育係になった太原雪斎に次のように

命じます。 

「松平竹千代（家康公の幼名）をむごく育てよ」 

そう命じられた雪斎は、意味が分からず、どのような意味か聞き直します。すると義元は、 

「好きな時間に起こし、好きなだけに食事をさせ、好きなだけ遊ばせよ。決して、無理強いして起こした

り、ましてや勉強や武芸（今で言う運動）を強要したりしてはいけない。」 

と返します。今でいう自由な教育方法とでもいうのでしょうか。子どもの成長に合わせ、子どものやりたいだけを大いにさ

せ、うまくいけば大いに褒めたたえ、失敗しても叱らずに優しく接してあげなさいと義元は説明するのです。 

しかし、雪斎は「そんな教育で、本当にしっかりとした武将（大人）に成長するのでしょうか」と尋ねなおします。 

すると、義元は意外な答えを返します。 

「好きなことを思い切りさせればいい。そうすれば、元服（成人）したときに何も役に立たない武将にな

るだろう。そうすれば、簡単に三河一国が手に入るではないか。」 

つまり、厳しく育てて優秀な武将にして家臣にするより、何もできない木偶の坊に育てて楽に領地を増やし、都合が悪け

れば殺してしまえばいいということでした。 

さて、実際はどうしたのでしょうか。その答えは逆でした。雪斎は、絶対に家康公を甘やかしませんでした。武将として、大

将としての考え方、立ち居振る舞いのすべてを厳しく育て上げました。また、家康公も雪斎を師と仰ぎ、一生懸命勉学に武

芸に励みます。 

そして、雪斎はこの世を去る間際、元服した元信（家康公の最初の名前）に次のように伝えます。 

「絶対に目立ってはならない。優秀な人材が目立てば必ず周りはつぶそうとする。機会（チャンス）があ

るまではコツコツと努力を重ねよ。」 

家康公は、この言葉のとおり、コツコツと努力を重ね、ついに天下を統一し、260年以上の平和の礎を築くことになるので

す。 

今の風潮は、自発的に自由と平等の下、子どものやりたいことを尊重する時勢になりつつあります。この風潮が決して悪

いということはないですが、嫌な事、我慢しなくてはならないことから逃げていては一人前の大人にはなれないものです。 

岡崎の大大大先輩である家康公に倣い、自分に厳しく律し、積極的に勉強や部活動の両方に励み、自分の大望を実現

していってください。 



 

②「人在」・・・周りに悪影響は与えないが、ただそこにいるだけの人を指します。迷惑なことはしないので一見問題ない

ように感じますが、逆にいるだけなのでいい影響も与えないということです。 

③「人材」・・・言われた仕事だけをこなすだけなので代わりが利くことになります。せめて、この「人材」になってほしいも

のです。 

④「人財」・・・周りにとって、財産、宝となる存在になるということです。その人にしかできないことや仕事を任されたら期

待以上の結果を出すことで貢献していくことができる人です。 

「あなたがいてくれてよかった」、「あなたがいなくては困る」と言われ、ほかの人には代わりが利かない存在になれると

いうことです。このように周りに大切とされる存在となる「人財」をめざして精進していきましょう。 

☆３月（弥生）の行事予定   

１ 日  14 土 単位認定試験 

２ 月  15 日  

３ 火 短縮（50分×3限）学年朝礼（進路講話） 16 月  

４ 水 競技大会・執行部合同会 17 火  

５ 木  18 水  

６ 金 常任委員会 19 木 身体測定 

７ 土  20 金 春分の日 

８ 日  21 土 終業式・教室移動 

９ 月  22 日 入学説明会 

10 火 チャレンジ 0週・SNS講話 令和 8年度４月予定 

11 水 臨時休校・単位認定学習（終日） ７ 月 新２年出校日（8：40新クラスに集合） 

12 木 短縮（50分×4限）・単位認定学習（午後） 8 火 入学式 

13 金 短縮（50分×3限）・単位認定学習（午後） 9 水 始業式 

 

☆コラム 慣れることの落とし穴 

学年末試験が終わり、２年生への進級に向け、心の準備をしなければならない時期となった。この一年間の

生活の中で、高校生活に慣れが生じている人も少なくないものと思う。初めて通る道では、不安な気持ちが注

意力を高め、意外と事故は起こりにくく、逆に慣れた道や見通しの良い交差点で事故が起きるケースが少なく

ないのも事実である。慣れは油断につながることを忘れず、新年度は２年生として、慣れたことによる落とし

穴にはまらないように注意して欲しい。     ～1st Grade Teacher Okubo～ 


